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概要

この研究の概要は、メタバース上での発表会場作成に焦点を当てている。メタバースは仮想現実の世界であり、

ビジネスやイベントの領域で利用されることが期待されている。特に、ビジネスの世界ではオンラインイベン

トが注目を浴びており、メタバース上での発表会場作成がますます需要が高まることが期待されている。例え

ば、新製品発表会や展示会をメタバース上でリアルに再現することが可能である。これにより、場所を問わず

に参加できるため、参加者のリーチが広がり、企業や団体のマーケティングに効果的である。さらに、メタバー

スの自由度の高さから、現実世界では難しい演出やプレゼンテーションが可能となり、より効果的な発表会場

を実現できるはずだ。この研究では、メタバース上での発表会場作成における具体的な方法や効果について検

討する。

1 背景

メタバースは、仮想現実の世界であり、現実世界と

同様にビジネス、教育、エンターテインメントなど、

様々な分野で利用されることが期待されている。その

中でも、ビジネスの世界では、仮想空間でのオンライ

ンイベントがますます注目を集めている。例えば、新

製品発表会や展示会などがある。そのため、メタバー

ス上に発表会場を作ることは、今後ますます需要が

増加していくだろう。また、メタバース上でのイベン

トは、場所を問わずに参加できるため、参加者のリー

チが広がり、企業や団体のマーケティングにも有効で

ある。さらに、メタバースは自由度が高く、現実世界

では難しい演出やプレゼンテーションが可能であるた

め、より効果的なイベントが実現できる。

2 課題

本研究における課題は、以前にメタバースによる

展示会や発表会場を作成する際に、動作が重くGPU

搭載のパーソナルコンピュータでないと動作が重く

十分なパフォーマンスを得られなかった。そのため、

ノートパソコンやスマホなどでも動作するほど軽量

化をする必要がある。

2.1 課題の解決方法

この課題の解決には、メタバースのリソース使用量

の最適化、処理不可を軽減することが必要である。

3 提案

3.1 提案内容

1. Unityの活用: Unityは豊富な開発ツールやリ

ソースを提供し、3Dグラフィックスやアバター

操作などの機能を容易に実現できる。我々は

Unityを利用して仮想空間を構築し、参加者が

直感的かつ没入感のある体験を得られるように

なる。

2. WebSocketの導入: WebSocketプロトコルを使

用することで、リアルタイムでの同時通信を実

現する。参加者同士やプレゼンターとのコミュ

ニケーションが円滑に行え、質疑応答やディス

カッションがスムーズに進行することができる

可能性がある。

3. マルチメディアコンテンツの統合: 動画やスラ

イドショーなどのマルチメディアコンテンツを

組み込むことで、発表の内容を視覚的に豊かに

表現する。参加者はリアルタイムで発表の進行

や資料の閲覧が可能となり、よりインタラクティ

ブな学習体験を享受できる。

3.2 提案理由

本提案の背景には、以下の理由がある。

1. 参加者の拡大: オンラインメタバース上での発

表会場構築により、場所や時間に制約されずに



参加できるため、参加者が拡大できる。これに

より、物理的な距離や外出できないなどの理由

がある参加者も参加しやすくなる。

2. 学習環境の提供: メタバースは自由度が高く、

リアルな体験を提供できるため、情報共有がス

ムーズに行える。また、実際のイベント会場で

は難しい演出やプレゼンテーションも行うこと

ができる。

3.3 研究・評価の方法

1. ユーザのエクスペリエンス評価:ゼミ内で実験的

に実施し参加者へアンケート調査を行い利用体

験への評価を収集する。参加者の没入感や使い

やすさ、満足度などを評価する。

2. 技術的な評価:システムの性能や安定性、リアル

タイム応答速度などの技術的な評価指標を設定

し、システムの動作テストや負荷テスト、通信

のち円を計測する。
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